
　
一
チ
ー
ム
五
十
五
人
で
の
団

体
戦
、
第
四
回
四
都
県
対
抗
小

中
学
生
囲
碁
大
会
（
主
催
＝
日

本
棋
院
、
四
都
県
対
抗
小
中
学

生
囲
碁
大
会
実
行
委
員
会
）
が

十
二
月
十
五
日
、
東
京
・
日
本

棋
院
で
行
わ
れ
た
。

　
ほ
か
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
の

大
人
数
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
い

る
た
め
、
会
場
は
子
ど
も
た
ち

の
熱
気
に
満
ち
溢
れ
る
。

　
こ
こ
ま
で
の
三
回
は
東
京
が

層
の
厚
さ
を
見
せ
つ
け
、
三
連

覇
を
果
た
し
て
い
る
。
当
然
、

今
年
も
大
本
命
と
目
さ
れ
て

い
た
。「
簡
単
に
は
負
け
な
い

ぞ
！
」
と
い
う
空
気
が
漂
い
始

め
た
の
は
二
回
戦
の
こ
と
だ
っ

た
。
埼
玉
チ
ー
ム
が
対
局
開
始

直
後
か
ら
次
々
と
勝
ち
名
乗
り

を
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　
東
京
チ
ー
ム
は
必
死
に
追
い

上
げ
る
も
届
か
ず
、
三
十
勝
二

十
五
敗
で
埼
玉
が
過
去
三
年
の

雪
辱
を
果
た
し
た
。
勢
い
に

乗
っ
た
埼
玉
チ
ー
ム
は
最
終
戦

は
少
な
い
で
す
が
、
見
え
な
い

責
任
感
が
あ
る
の
が
お
も
し
ろ

い
で
す
」
と
平
野
く
ん
は
サ
バ

サ
バ
し
た
表
情
を
見
せ
る
。

　
本
大
会
で
は
各
県
の
実
行
委

員
会
ス
タ
ッ
フ
が
大
活
躍
。
埼

玉
県
の
大
澤
完
治
さ
ん
は
「
千

葉
県
と
埼
玉
県
の
対
抗
戦
が
発

展
し
、
こ
の
大
会
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
規
模
が
ぐ
ん
と
大
き
く

な
り
、
苦
労
も
増
え
ま
し
た
が

喜
び
や
う
れ
し
さ
も
ひ
と
し
お

で
す
」
と
感
慨
深
そ
う
に
語
っ

た
。

　
表
彰
式
で
は
参
加
し
た
選
手

全
員
に
盾
が
贈
ら
れ
た
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

記
念
に
な
る
だ
ろ
う
。�

（
朴
）

【
大
会
結
果
】

①
埼
玉
②
東
京
③
神
奈
川
④
千

葉（参
加
選
手
名
簿
を
下
に
記
載
）

秋
季
関
西
学
生
リ
ー
グ

　
立
命
館
大
の
牙
城
に
大
阪
大

が
挑
ん
で
い
る
と
い
う
構
図
の

関
西
学
生
リ
ー
グ
。
高
津
昌
昭

さ
ん
が
卒
業
し
て
も
小
揺
る
ぎ

ひ
と
つ
し
な
い
選
手
層
を
誇
る

立
命
館
に
対
し
、
阪
大
は
こ
の

秋
季
リ
ー
グ
で
最
後
の
安
東
翔

太
さ
ん
が
抜
け
る
と
大
き
な
戦

力
ダ
ウ
ン
必
至
。
ど
う
し
て
も

こ
の
秋
、
立
命
館
を
倒
さ
ね
ば

な
ら
な
い
理
由
が
あ
っ
た
。

　
ア
ル
プ
ス
江
坂
囲
碁
セ
ン

タ
ー
（
大
阪
府
吹
田
市
）
で
、

十
一
月
二
十
七
日
、二
十
八
日
、

十
二
月
四
日
と
遅
い
日
程
の
開

催
。
一
日
目
、
二
日
目
と
快
調

に
勝
ち
星
を
重
ね
る
両
校
。
阪

大
が
一
つ
取
り
こ
ぼ
し
た
だ
け

で
最
終
日
を
迎
え
た
。

　
そ
の
初
戦
で
と
も
に
つ
ま
づ

く
。
阪
大
は
大
阪
商
業
大
に
三

―
二
で
何
と
か
勝
利
し
た
が
、

一
方
の
立
命
館
、
京
都
大
の
山

口
勇
太
郎
さ
ん
と
柿
沢
善
紀
さ

ん
の
元
院
生
コ
ン
ビ
に
苦
杯
を

喫
し
、
さ
ら
に
学
生
十
傑
戦
で

優
勝
し
た
ば
か
り
の
田
中
伸
幸

さ
ん
が
、
石
河
優
二
さ
ん
を
相

手
に
劣
勢
に
陥
っ
て
い
た
。

　
勝
負
は
終
盤
、
田
中
さ
ん
が

猛
追
す
る
さ
な
か
、
会
場
が
し

だ
い
に
騒
が
し
く
な
り
秒
読
み

時
計
の
音
が
聞
こ
え
な
か
っ
た

留
争
い
。
そ
れ
が
今
は
こ
う
し

て
優
勝
を
う
か
が
う
ま
で
に

な
っ
た
。
い
い
四
年
間
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
」
と
安
東
さ
ん
。

今
季
主
将
を
務
め
た
堀
井
邦
稔

さ
ん
が
、深
々
と
頭
を
下
げ
た
。

　
立
命
館
主
将
の
山
下
寛
さ
ん

は
優
勝
の
内
容
に
満
足
い
か
な

い
様
子
。「
足
り
な
い
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。
全
国
大
会
ま
で
に

も
っ
と
強
く
な
り
た
い
。
三
連

覇
と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
。

き
っ
と
優
勝
を
」
と
抱
負
を

語
っ
た
。

　
三
位
が
定
位
置
に
な
り
つ
つ

あ
る
京
大
。
石
川
さ
ん
は
「
〇

―
五
負
け
の
阪
大
戦
は
四
―
一

勝
ち
で
も
お
か
し
く
な
い
内
容

だ
っ
た
。
ど
う
も
勝
負
弱
い
」。

　
二
部
か
ら
昇
格
し
て
き
た
ば

か
り
の
大
阪
経
済
法
科
大
が
四

位
と
躍
進
。
主
将
の
宮
澤
俊
成

さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
よ
り
勉
強

の
環
境
が
良
く
な
っ
た
」
と
話

す
。
奈
良
県
の
プ
ロ
棋
士
と
ア

マ
強
豪
が
集
ま
る
研
究
会
や
、

阪
大
の
堀
井
さ
ん
の
呼
び
か
け

で
数
大
学
の
選
手
が
集
ま
る
研

究
会
に
顔
を
出
し
、
腕
を
磨
い

て
い
る
。
伸
び
し
ろ
が
か
な
り

あ
り
そ
う
な
だ
け
に
、
今
後
も

注
目
し
た
い
。

�

（
北
川
）

【
２
部
成
績
】
①
大
阪
府
立
②

桃
山
学
院
③
京
都
産
業
④
大
阪

市
立
⑤
近
畿
⑥
同
志
社
⑦
甲
南

〈
入
れ
替
え
戦
〉

桃
山
学
院
③
―
２
関
西
学
院

と
い
う
石
河
さ
ん
の
時
間
切
れ

で
決
着
し
た
。
そ
の
時
点
で
は

形
勢
も
逆
転
し
て
い
た
よ
う
で

は
あ
っ
た
の
だ
が
…
。

　
と
も
か
く
最
終
戦
、
勝
っ
た

方
が
優
勝
だ
。
だ
が
阪
大
の
希

望
を
阻
ん
だ
の
は
や
は
り
立
命

館
の
ぶ
厚
い
戦
力
。
立
て
続
け

に
三
勝
を
挙
げ
、
早
々
に
勝
ち

を
決
め
て
し
ま
っ
た
。
阪
大
は

安
東
さ
ん
が
西
村
一
駿
さ
ん

を
、
闇
雲
翼
さ
ん
が
又
木
諒
太

さ
ん
を
降
す
も
、
時
す
で
に
遅

し
。

　
安
東
さ
ん
に
と
っ
て
西
村
さ

ん
は
、
昨
年
の
春
リ
ー
グ
に
終

局
目
前
の
大
ポ
カ
で
逆
転
負
け

を
喫
し
、
チ
ー
ム
の
勝
利
も
逃

し
た
因
縁
の
相
手
。
個
人
で
は

雪
辱
を
果
た
し
た
が
、
チ
ー
ム

の
勝
利
に
は
届
か
な
か
っ
た
。

　「
入
学
し
た
こ
ろ
は
一
部
残

で
千
葉
チ
ー
ム
を
下
し
、
初
優

勝
を
成
し
遂
げ
た
。

　
二
勝
一
敗
と
勝
ち
越
し
、
主

将
を
立
派
に
務
め
上
げ
た
谷
川

大
知
く
ん
は
「
僕
は
東
京
戦
で

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
他
の

み
ん
な
が
カ
バ
ー
し
て
く
れ
ま

し
た
。
東
京
に
勝
て
た
の
は
本

当
に
う
れ
し
い
で
す
。
チ
ー
ム

全
員
が
協
力
で
き
た
の
が
勝
因

で
す
ね
」
と
笑
顔
で
語
る
。

　
五
将
で
全
勝
し
、
ポ
イ
ン
ト

ゲ
ッ
タ
ー
と
な
っ
た
北
竒
司
誠

く
ん
は
「
自
分
が
負
け
る
と

チ
ー
ム
に
迷
惑
が
か
か
る
の
で

今
回
は
気
合
が
入
り
ま
し
た
。

東
京
の
選
手
は
強
く
、
こ
れ
ま

で
の
三
回
は
個
人
的
に
も
勝
つ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
上
に

チ
ー
ム
も
負
け
て
し
ま
っ
た
の

で
と
て
も
悔
し
か
っ
た
。
で
も

今
回
は
僕
も
チ
ー
ム
も
勝
つ
こ

と
が
で
き
た
の
で
最
高
で
す
」

と
喜
び
を
表
現
す
る
。

　
東
京
チ
ー
ム
の
主
将
、
平
野

佑
騎
く
ん
は
三
戦
全
勝
と
気
を

吐
い
た
。「
主

将
と
し
て
の
責

任
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
た
の

で
ほ
っ
と
し
て

い
ま
す
。
チ
ー

ム
が
負
け
て
し

ま
っ
た
の
は
残

念
で
す
が
、
仕

方
な
い
で
す

ね
。
五
十
五
人

と
い
う
大
人
数

な
の
で
一
人
一

人
の
成
績
が

チ
ー
ム
の
勝
敗

に
与
え
る
影
響

市
民
交
流
は
手
談
で

�

第
１
回
横
手
市
大
仙
市
交
流
大
会

　
十
二
月
五
日
に
第
一
回
横
手
市
大
仙
市
交

流
囲
碁
大
会
が
、
横
手
市
雄
物
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。
市
対
抗
戦

で
、両
市
か
ら
合
わ
せ
て
百
二
十
名
が
集
結
。

横
手
市
の
主
催
者
代
表
の
川
俣
健
二
郎
さ
ん

は
「
第
一
回
と
い
う
こ
と
で
集
ま
り
が
心
配

で
し
た
が
、
予
想
以
上
に
集
ま
っ
て
く
れ
ま

し
た
」
と
喜
び
の
声
を
上
げ
た
。

　
開
催
地
の
横
手
市
で
は
、
今
年
四
月
に
横

手
市
囲
碁
連
盟
を
設
立
。
学
校
へ
の
囲
碁
普

及
を
考
え
て
お
り
、
既
に
小
学
校
で
普
及
活

動
を
し
て
い
る
大
仙
市
と
の
交
流
が
生
ま

れ
、
市
も
隣
同
士
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
大

会
の
開
催
に
至
っ
た
。

　
対
戦
方
法
は
各
市
か
ら
四
名
ず
つ
の
計
八

名
を
一
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
た
市
対
抗
の
総
当
た

り
リ
ー
グ
で
、
全
体
の
勝
数
の
多
い
市
の
勝

ち
と
な
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
は
棋
力
に
応
じ
て
十

六
に
分
け
ら
れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
位
の
選

手
に
は
優
秀
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　
大
会
最
年
少
は
大
仙
市
の
小
学
校
三
年
生

の
高
橋
沙
耶
さ
ん
。兄
弟
や
従
姉
と
参
加
し
、

三
勝
一
敗
で
ブ
ロ
ッ
ク
の
勝
利
に
大
き
く
貢

献
し
た
。

　
越
後
谷
悟
さ
ん
は
横
手
市
の
最
年
少
で
二

十
六
歳
。
三
ブ
ロ
ッ
ク
で
全
勝
し
、
優
秀
賞

を
手
に
し
た
。「
普
段
は
ネ
ッ
ト
碁
で
打
っ

て
い
ま
す
。（
秋
田
は
）若
手
が
少
な
い
の
で
、

も
っ
と
出
て
き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と

語
っ
た
。

　
結
果
は
十
―
五
、
一
引
き
分
け
で
横
手
市

が
勝
利
。対
局
は
真
剣
そ
の
も
の
だ
っ
た
が
、

一
貫
し
て
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
敗
れ
た
大

仙
市
も
横
手
市
の
勝
利
を
祝
福
し
た
。

　
来
年
は
大
仙
市
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
大
仙
市
の
主
催
者
代
表
の
栗
林
次
美

さ
ん
は
「
両
市
が
交
流
す
る
こ
と
で
助
け

合
っ
た
り
、
お
互
い
の
市
の
取
り
組
み
を
学

び
取
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
」
と
両
市
の

交
流
に
前
向
き
な
様
子
だ
っ
た
。�

（
柴
田
）

各
ブ
ロ
ッ
ク
優
秀
賞〈
１
〉佐
々
木
一
美（
大

仙
）〈
２
〉
佐
々
信
雄
（
横
手
）〈
３
〉
越
後

谷
悟
（
横
手
）〈
４
〉
斉
藤
和
弘
（
横
手
）〈
５
〉

藤
木
幹
夫
（
大
仙
）〈
６
〉
吉
田
弘
作
（
横
手
）

〈
７
〉
梁
田
育
郎
（
大
仙
）〈
８
〉
田
賀
糸
謙

吉
（
横
手
）〈
９
〉
高
橋
保
（
横
手
）〈
10
〉

小
松
運
蔵
（
横
手
）〈
11
〉
小
川
陽
市
（
横
手
）

〈
12
〉照
井
孝
治（
横
手
）〈
13
〉大
友
紀
男（
大

仙
）〈
14
〉
佐
藤
俊
夫
（
横
手
）〈
15
〉
小
川

達
（
横
手
）〈
16
〉
神
田
三
郎
（
横
手
）

埼
玉
県
　
谷
川
大
知
、
林
隆

羽
、
中
島
光
貴
、
川
口
飛
翔
、

山
本
唯
期
、
平
翔
海
、
保
泉

和
俊
、
染
谷
州
真
、
外
舘
俊

哉
、
塩
田
瑠
美
、
工
藤
義
也
、

斎
木
果
穂
、
本
田
奏
眞
、
山

本
祥
平
、
曽
根
原
健
悟
、
林

朋
哉
、
小
池
朗
人
、
香
取
瑞

生
、
本
多
汐
里
、
内
田
祐
里
、

工
藤
郁
香
、
谷
川
哲
将
、
中

島
駿
、
北
岡
遼
太
、
青
柳
陽

之
、
中
里
綺
莉
、
諸
澤
壮
太
、

佐
藤
正
太
郎
、宮
内
康
太
郎
、

南
風
原
侑
己
、
工
藤
郁
、
相

川
萌
子
、
水
島
直
紀
、
小
西

涼
暉
、
安
斎
智
、
池
田
晃
希
、

嶋
村
乃
梨
子
、
平
岡
大
河
、

王
欣
鴻
、
加
山
寛
人
、
小
久

保
俊
鷹
、
西
山
享
佑
、
藤
田

鉄
之
助
、
郡
山
久
生
、
米
山

佳
文
、
高
野
良
典
、
上
田
能

嵩
、
森
田
雄
介
、
南
詠
喜
、

仲
野
晟
矢
、
金
子
和
史
、
佐

藤
宏
志
、
和
久
津
寛
人
、
福

田
啓
太
、
富
澤
億
人
、
大
須

賀
聖
良

千
葉
県
　
濱
優
太
朗
、
松
本

幸
佑
、
高
橋
光
大
、
崔
世
駿
、

米
川
連
、
財
前
孝
汰
郎
、
茂

呂
有
紗
、
則
友
雄
磨
、
勝
又

佳
織
、
竹
内
雄
啓
、
崔
梨
亜
、

中
村
倫
敦
、
佐
々
木
海
、
須

藤
真
一
、
入
江
舜
、
岡
田
え

り
か
、
遠
入
身
延
、
岡
田
せ

い
ら
、
菊
池
京
花
、
栗
原
賢
、

嶋
田
宗
太
、
末
原
絃
、
黒
光

慎
一
、
中
西
大
樹
、
宮
崎
実

樹
、
入
江
恭
輔
、
堀
江
慧
、

斎
藤
輝
、
田
口
立
、
皆
川
友

哉
、
池
田
陽
輝
、
本
山
真
、

増
田
晋
之
介
、
岡
田
泰
真
、

小
林
大
起
、
杜
昱
辰
、
安
村

和
紘
、
井
口
達
哉
、
竹
之
内

雄
斗
、
遠
藤
航
希
、
黒
光
大

介
、
高
岡
俊
典
、
二
俣
里
園
、

松
村
類
平
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悠
輔
、
浅
羽
翔
偉
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礼
偉
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金
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太
郎
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多
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康
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、
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岩
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星
光
輝
、
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翔
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、
遠
藤

祐
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子
、
重
田
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、
島
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、
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伯
栄
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、
河
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源
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、
松
崎
玲
央
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、
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覚

志
、
吉
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太
郎
、
西
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、
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口
稜
太
、
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岸
光
太
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、
島
田
拓
馬
、
石
井
航
、

遠
藤
恭
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、
荒
木
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備
、
片
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悠
史
、
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川
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平
、
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田

篤
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、
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航
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、
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々
木
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、
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太
、
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田
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、
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今回の覇者は埼玉―。東京の連覇を３で止めた

１チーム 55名の団体戦は大迫力だ

秋田のお隣同〝市〟、横手市と大仙
市の交流大会は大盛況！　手に手を
とって東北に熱い石音が響きわたる

全35戦で31勝をあげた立命館大。選手層の厚さ
で主力選手の卒業を感じさせず今回も優勝した

埼
玉 
念
願
の
優
勝！

や
っ
ぱ
り
立
命
館
強
し

四
都
県
対
抗
戦
参
加
全
選
手

埼
玉 
念
願
の
優
勝！

四
都
県
対
抗
小
中
学
生
大
会
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